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土 ∫袈 、丁 んラ渇う夜 津 の 翻 菌 老し1つ疋1落'て ア じ ρ φ 影ξ.1?
?
遡 導 の 工 薮 で 、4.ア じ 戸 の 要多タ薯アゲ 不 均 一1・ 現 淑 ろ 司
能,ト生 か・あ ろ 。 κ=で.う し ゲ 均 一1つPcノ の イ乍 吊 毛5-1し
る っ レ φ ℃1きb広 薮 寸 々 渦 液 県 を 、刊 り 、 そ め ・ヂ で め ア
ー291一
ぐ ρ り 無 薗 稲 り 変 化 じ ム ぱ 一す 影 響 を 赦 翁 マ5=し ヒ し
、 手 船 め1・翻 菌 数 ・ 劾 し じ 如3・ す 影 留 毛 檎 勃 π 。
る ヲ去 蜘 。パ の 肩 伽 フ ラ ス ユ 、・ 、 幻 〃.詞 奪
/・・ 〃 一Pり 胎 妊 融 ノ・・記 免 伽 生 し鐵 勧 気
～戚 菌1っ,rよu顧 し夢乞'土ノ5刷 を矯 加 し 去 壕 け ん ラ濁 歳 しlr」
。 去 協 フ ん 掲 疵 、窟 日酬 、3グcτ 振 の 瑠 鰹 し 、 そ 蛎
Σ り 適 鴫 試 料 扮 取 を イヲ 丁匪 、1以fめ 更 敵 に.イ呉1在 。
ア し ρ の ノ分茄下唯 ∫し 色 鉱 じ よ 、 て4ラ ぢ つ た 。 鯛 薗 教IJ
妨 軋'}生・輌 菌 に っuて の み4ラ づ り 、 孝P躯 乎 薇 法 じ 苦 つ て
引 測1β.落 寸捌 伽 ¢ 、づ 、β 》襖 美 協 絶 圭 ノ鵡1・ 毎 飲 擁






































































































































































































































































































































































































































































































































































04ぎ ユ タ6!4く く
INCUBATIONTIME(HR)
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㌧ 、 嶺漕 が 、{れ ら ノ 乙2耐,性 薗 胤 窪 グ ラ ひ 策 ナ圭 φ掴
難 繭 演 搾 敷1烈ざご1恥ll為繍 ㌘輪
数 Ψ で(笥 、、%希 も 占 め ち}し ず ら 、 ア 乙 ρ 添 加 エ 瑳 、ケ
ん 燭 液 中 の 細 薗 相,護 ρ ・ 戸 吃 添 加1て 鴎 。 工 法 麗 燭 蘇
炉 め る ネ し 、守 翼 で}る=し が 雑 是 ～}ト る.

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































か ・⊃ ゲAφ 場 冷・も 春 森 し1も.㌧ り,し リ 、4ク 月r儀,c'
琢功 ロ:L壕 偽 渇;夜 の ク2璃 間 日 δ り ノ分 緩 、 も 畑 薗 瀬Lの 月 ヒ


















































































































6.3堪 ・k工壕 ヰ で め μ ρ め冷 孝 し層 イ立珂 の 細 菌


















































































































































































































































































































瀦 衆 し 考 察 殺5ぞ 本 εFしPl望1各 層 証1・ φ 存 い 特
、・駿 「七 層b多 し く 募 後 扉 ・ 潔 痢 豆1・ 否 、、t・な 。 各 漕
イt、粉 馴 評`しF山 礎 凶06減 ・狙 お 。 劾 ・3,ヲ,
!ら 〃)。
各 尋菰 φ細 菌弘 畑 面未 ・蹴 ん層 擢 ・響 が毛 鼠 丈
暫毅 ・1篶孕樫 鵬ll茄 〉郵工㌢∴圃 扇 ど景う
一297一
・嚇 跨 躰 写,助畑 熱 ・鄭 し1蝦 ぼ 揚 響 ・煮
望 、コ、 細 ・ 層 伽 宇 へ ・μ ρ 磯N蜜 ・狛 建 力悌/び
る文 的1=イ 下 圃 し てuう 毛 の 」.秀圏 し ラ}}tゐ.
ξ・4遇 ゐ 層 エ 寄 φ 細 菌 数 、}及1丁マ 戸 じ ρ φ影 響
駄 ・ 菩,も ア ・ 肋 影 響,・ 勲 ♂ 洞Z＼ ・畷 選
る 馨 の 虹 野 荒 久 衷 ㌧1て 蓬 び・強 玄す 毛 刀ロ1し再.}¢ 層 イjL
丸.輩釈 し 左 の 憾 、;躯 塗 で・の 差 、菊 工 壕 の 多ラ況 橘 李・、、て
秀 日 々 」・ て 辛 五}㌧.オ こ田 φ 肩 イ麺 禽9fき脅 楓 で あ ろ}し







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































歪.4で 用 い た 全 菌 教 言ナヲ則 痔}φ 岸 叙 耳
区 の アcρ 才裂5、前 、 ヰ£ふ 後4痘 闇 肩
も つ3,、 各4約 ノ0・ 縁 分 離!匹 。
、 ξ.2し,司 蜘 ・勧 薗 タ 的 な 諸 甦 賃 ㌃
の
耐 甦 龍 噂 、 ρcρ 吃 添 加1乙 ア'レ ゲ
の 生 筒 の 肩 然1・39、 ,鳳登 性(!・ アP馬
の 〃 知)、 中 ゑ`"～'/〃 。〃 篤 ハ{る












































































鳥 瓢 考 家 ρcp‡ 嬉 削 曇 解 猛 か ・ ゲ 幅 細 菌
稲 も β久茄 属 ㌦6η 移如 伽ム〃域^;葛 が煽 お し て 、,乙。 塾
丁』.そ 曜 ら句 薗 掴 の 努 継 獄 の 犬 考や禽 、4感喚 、け 蒜 τ・つ 乙
(刃・タ・.～0)。
。翻 島 譲 岩 霧レ㌘繰繁 穿蒲 畠ゑ擾厳
し 苔 み め1;4週,間 周 の 掴 薗 梱 ロ 、 誓、終 魂 区 め モ 躯 ヒ多し
較{て 多 猟fj据 薗 相 しfJっ 真.覧 ウ・し 、 ノ」 週 .問 目 睡 肴
い 宝 憾 、 て よ う 耐 甦 菌 群 、参減 少 し、 細 菌 鋼 、3獲 元1左
(秀 ジ./o♪ ・f5わ 、 ノ3姐 間 画(ノ タ 方 昇 笈)ド 香hマ ロ
・/P5ρ 、4纏 虫 々 みf3カ・っ マ…。
高 ラ慮 笈 区 の 細 菌:相1‡外 見.LPc!,の 影 磐 吃 慶 、フ て り
か15)1・ 魁 私 丁 弥 る 。 、 か し 、4週 間1ヨ の細 菌 鍋
φノ分 離 蒜 け 豹 半 蓼之か,低笈 あ亨〃生蒜 ■・あ つ た 。 ノ3遽 間 膚 ド
令 。 て 、 高 笈 耐 亭生赫 φ 止 現 が み 弓 ホ 乖(万 ・3・〃 ♪ ・ 二
滋 、¢ ご;の 区 亀・ 感・u-1言 アGアA濃 雇 が(もMみ あ,⊃ 、
幻 納8・ 網 菌 群 ・ 増 伽 が →卿 さ 鼻 霞 め ㌧ 考 乞 ら ホ ろ.
がｧ.6
PじP殺 享1ぎ一1っ委h,て 、¢、2`'耐 性 菌 硝 が 壇 伽(
群 ・づ 軌 が燭 。場 合 、魏 力・榊 り し 、 肋 掲 慕 鞄
車 ら 耐 麗 菌 群 が 翻 菌1相の マ で確 と ≦1ゐ 。
工 壕 魅 蝸1液徐 、っ 弟・矧 て 、4、Pc2ヲ 譲度 告 エザ 弟 養 糸























































































































































































































1ρcノ ρ・1・」,て 撹 乱 イ 素 ～」畑 薗 ラ相17、1ρ(ノ ρ め 》溝 象
稜 竃}奇1荘 菌 群 が 城 少k、 て の タ5象 イ夏 え,了3.
堪 永 五 壊 吃 用"7、 ネ鴛9132唾)く ワ 躍し,た か 、ah再
坦3些 モ ィ響 ち 。
漆 多ア 玩 吃 逓ユい て 、Pcア1=3リ ジ!き 起 ぐ 小3券 周 菌 相
あ 愛{勤 庵 明 ち り・に で き 葎 ヒ,考 ↓ ち 承 る,
一303一
審 査 結 果 の 要 旨
農地に散布された農薬 のかな りの部分が土 壌中に侵入する・土 壌中に侵入 した農薬の分解過程 を化
学的 に追跡 した研究は数多 くあるが,農 薬が土 壌中の微生物相に与え る影響について検討 した研究は
僅か である。
本研究はわが国の水田除草剤 として多量に使用 されたPCPが 水田土壌の細菌相に どの ような影響
を及ぼすかにつ いて検討 した ものである。
先ずPCPの 作用が均一 に行われ ると見倣 される土壌懸濁液系を用いて好気的 に検討 した。 そして,
PCPを40PPm及 び100PPm添 加す ると,添 加直後の全細菌数の増大が一 時的に押 えられ るが,
直ちに無添 加区 と同放 まで増大す る こと ・その主 体をなす ものは グラム陰性細 菌でPGP耐 性を有す
るものであ ることを明 らかにした。
っ いで,水 田圃場を模 したポ ット内湛水土壌 を用い還元層上部(0～5㎝)土 壌について前 と同様
の調査解析を行った。 その結果PCP添 加前に優 占する細菌群はグラム陽性のBacillus及びCory-
neformbacteria群であ るが,PCP添 加区(2.671砂/10a常用量)で は約1ケ 月後 にBacillus群
の優占性が低下 し,Pseudomonas群,Pseudomonas-AlcaIlgenes群,Acinetobacter群,Enter-
obacteriaceae群等のグラム陰性 細菌群が増大 した・ そ して何れ の群 も高濃度のPCP耐 性 菌が主体
をな していた。 しか し,約3ケ 月後には再び無添加 区同様元の菌相に復 した。 この ことはPCP添 加
に より細 菌相は一時的に撹乱 されるが やがて元に復す ることを推定せ しめる。
以上 の結果 は,農 薬 の安全性 についての一端 を明 らかに したものであ り,農学博士 の学位 を与える
にふ さわ しい もの と判断 した・
一304一
